
コロナ感染の子供の 3.9％に後遺症大人とどんな違いがある?分析した医師に話を聞いた
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5月 8日から法律上の位置づけが「5類」に移行した新型コロナウイルス。 

その後遺症について、子供も一定の割合で悩んでいるという。国内で新型コロナウイルス

に感染した 20歳未満の子供のうち、発症から 1カ月以上たっても続く後遺症がある割合が

3.9％であることが、日本小児科学会の研究チームの調査で明らかになった。 

 

【画像】味覚障害や嗅覚障害…後遺症のあった子供の割合をみる 

調査は、2020年 2月から学会のデータベースに小児科医らから任意で寄せられた感染者の

情報を研究チームが分析した。 

 



 

（注:約半数が入院を要した小児患者を対象とした調査のため、やや急性期の症状が重症で

あった患者を多く含む母集団となっている） 

その結果、1 カ月後も症状が残っていたのが、5 月 15 日現在の情報で、181 人（男性:101

人、女性:80 人）で、感染者全体の 3.9％だった。そのうち、「発熱」と「咳」がそれぞれ

30％で、「嗅覚障害」が 18％、「倦怠感」が 17％、「味覚障害」が 15％、「腹痛」が 9％、「頭

痛」「下痢」が 8％、「悪心・嘔吐」が 6％だった。 

他に、関節痛、筋肉痛、胸痛などの症例も見られた。3.9％というと大人と比べると、少な

そうに見えるが、子供のコロナ後遺症にはどんな特徴があるのか? 

また、5 月 8日に新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが「5 類」となったが、今後

の課題は何か? 

研究チームの一人である聖マリアンナ医大の勝田友博准教授に詳しく話を聞いた。 

10歳未満は発熱や咳 

――子供のコロナ後遺症で一番の特徴は? 

成人と比較し、その頻度が少ないこと。また、その中でも 10歳代が多くを占めますがその

年代は、元々LongCOVID （COVID-19に罹患した後、1カ月以上経過した後に認めた症状で、

COVID-19との関連が否定できない症状） に類似した症状（倦怠感、頭痛、めまい、それら

に伴う登校困難など）を認めやすい年代であり、他の疾患と鑑別が困難である点です。10

歳未満は発熱や咳が多く、10歳以上では倦怠感、味覚嗅覚障害、頭痛、腹痛などが多くを

占めていました。ただし、オミクロン株になってから味覚嗅覚障害はほとんど認められな

くなりました。 

――後遺症がある割合「3.9％」は大人と比べて少ない? 

国内からの成人 LongCOVID の報告はその定義に WHO 基準（最短でも 2 カ月以上持続）を用

いていますので小児と成人を直接比較するのは困難ですが、海外からの報告も含め、小児

の方が LongCOVID の発症割合が低いのは間違いない事実かと思います。母集団の差による

影響を避けるために、コントロール群（コロナに罹っていないこども）との比較が重要と



言われていますが、残念ながら今回の我々の調査は、コントロール群を設定しておりませ

ん。 

――子供のコロナ後遺症は、どのくらい治療すれば治る? 

報告にもよりますが、概ね半年弱で軽快します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


